
道の駅「アグリステーションなぐら」

〇 大規模な風水害への防災対策として、住民から観光客までの安全を確保する「地域防災拠点」の整備
〇 平常時は、地域住民の集いや交流する拠点として機能（休息施設の充実）

＜実施内容＞

○災害時における道路利用者、地域住民の一時避難所及び応急復旧に係
る資機材等の保管空間としても活用できる新設駐車場の整備

○災害時には多くの観光客の避難者となることが想定されるため、トイレの
増設（新規整備）を図るとともに、仮設トイレも整備

○ＥＶ充電設備の整備（災害時には、EV車を電源とする利用も検討）

■巨大地震、大型台風やゲリラ豪雨等の大規模な風水害への防災対策として、

近傍住民や観光客等を対象に、一時的に道の駅に避難できる環境を整える

既存道の駅

（Ｐ）

愛知県北設楽郡設楽町

近隣道の駅と連携し

奥三河地域の防災拠点として機能
設置者

設楽町

新設/既設

既設

路線

国道257号

駅名

アグリステー
ションなぐら

都道府県

愛知県

設置年度

平成11年

種別

一体型

■通常時において、慢性的な駐車場・トイレ不足の解消等の機能強化を図る

新設駐車場

新設
駐車場

＜地方創生拠点としての機能＞

地域センター型
防災

防災対策基地・文化継承

重点「道の駅」候補

奥三河地域

地域防災拠点

周辺道の駅との
防災ネットワーク

＜提案の先駆性・ポイント＞

設楽町

岐阜県

長野県

静岡県

愛知県


